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上田市豊殿地区の取組み上田市豊殿地区の取組み
についてについて

平成平成2222年年1010月月1919日日

豊殿地区循環バス運営委員会豊殿地区循環バス運営委員会
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武石地域

上田地域

丸子地域

真田地域
 

上田電鉄別所線（15駅11.6km）
しなの鉄道（上田市内4駅）

新幹線

上田駅

上田市の公共交通上田市の公共交通
【真田地域】 ふれあいバス

【豊殿地区】 自主運行バス

【丸子地域】 循環バス
【武石地域】 デマンド交通

【上田地域】 循環バス、オレンジバス
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バス路線図バス路線図

上田駅

武石地域

丸子地域

上田地域

真田地域

大屋駅
下之郷駅

丸子駅

【豊殿地区】
自主運行バス
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地区内循環バスの目的地区内循環バスの目的

 高齢者・障害者などの交通手段確保のため、高齢者・障害者などの交通手段確保のため、
住民全体で支える福祉循環バスの地域内運住民全体で支える福祉循環バスの地域内運
行を実施する。行を実施する。

①高齢者の生活支援のため、医療・福祉施設、①高齢者の生活支援のため、医療・福祉施設、

ショッピングセンター、地域自治センター、ＪＡ、郵便ショッピングセンター、地域自治センター、ＪＡ、郵便
局などの公共機関、それに加えて廃止路線代替バ局などの公共機関、それに加えて廃止路線代替バ
ス２路線、オレンジバスとの接続を図る。ス２路線、オレンジバスとの接続を図る。

②公共交通ではカバーできない地区など、各自治会②公共交通ではカバーできない地区など、各自治会
を循環する。を循環する。
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豊殿地区循環バス豊殿地区循環バス
運行ルート運行ルート

豊殿診療所

ショッピングパーク

豊殿地域自治センター

上田駅

上田菅平IC

湯楽里館（温泉施設）
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地域内循環バスの特色地域内循環バスの特色
 路線バス、オレンジバスは主要道路のみの路線バス、オレンジバスは主要道路のみの
運行であるが、地域内循環バスは各自治会運行であるが、地域内循環バスは各自治会
を隅々まで運行する。を隅々まで運行する。

 自治会住民が自ら運行経費を負担する。自治会住民が自ら運行経費を負担する。

《《住民負担１戸あたり年額住民負担１戸あたり年額1,0001,000円。１乗車円。１乗車200200円。当初行政円。当初行政

からの支援なし。平成からの支援なし。平成1818年度に経費の年度に経費の1/31/3について市に支について市に支

援要請があったが、全市的な公共交通見直しの中で、当時援要請があったが、全市的な公共交通見直しの中で、当時
は市から補助できず、平成は市から補助できず、平成1919年度に策定が完了した、年度に策定が完了した、『『長野長野

県上田地域における公共交通活性化プラン県上田地域における公共交通活性化プラン』』の中で、今後、の中で、今後、
自主運行バスへの支援が盛り込まれた。平成自主運行バスへの支援が盛り込まれた。平成1919年度の不年度の不

足分は地域の賛助金により運営した。足分は地域の賛助金により運営した。》》
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バス運行のための研究会設立経緯バス運行のための研究会設立経緯

 平成平成1414年年44月の豊殿地区振興会定期総会月の豊殿地区振興会定期総会

において、地区内の交通空白地域の解消をにおいて、地区内の交通空白地域の解消を
目的に、地区内循環バスの運行について議目的に、地区内循環バスの運行について議
論され研究会を組織することとなる。論され研究会を組織することとなる。

 平成平成1414年年77月月 振興会評議委員により、地区振興会評議委員により、地区

内循環バス自治会要望基礎調査を行ったと内循環バス自治会要望基礎調査を行ったと
ころ、地域内循環バスが必要との結論となる。ころ、地域内循環バスが必要との結論となる。
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■■要望の背景として要望の背景として

 平成平成1313年年1010月のオレンジバス月のオレンジバス（注：（注：11））運行開始運行開始
に伴い、豊殿支所（農村改善センター）でのに伴い、豊殿支所（農村改善センター）での
入浴サービス（＝送迎バス）の運行が廃止と入浴サービス（＝送迎バス）の運行が廃止と
なった。なった。

（（注：注：11）） オレンジバスオレンジバス：：高齢者などの移動制約者の交通手高齢者などの移動制約者の交通手
段の確保、交通不便地区の解消、街の活性化等を図るため、段の確保、交通不便地区の解消、街の活性化等を図るため、
運行。基本的には高齢者福祉センターへの送迎を主とし、途運行。基本的には高齢者福祉センターへの送迎を主とし、途
中乗降を組み合わせた。上田地域内中乗降を組み合わせた。上田地域内66コース、各コース週コース、各コース週22
回運行。運賃は、回運行。運賃は、6060歳以上・障害者・乳幼児は無料。それ以歳以上・障害者・乳幼児は無料。それ以
外は外は100100円。円。旧上田市の左岸循環旧上田市の左岸循環バス及び高齢者福祉センバス及び高齢者福祉セン
ター「福寿号」の見直しにより、平成ター「福寿号」の見直しにより、平成1313年年1010月月11日から日から運行運行。。
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運行開始まで運行開始までの経過の経過
・平成・平成1414年年1010～～1717年年 研究委員会研究委員会2626回回
（振興会三役、自治会三役、（振興会三役、自治会三役、上田市もオブザーバー上田市もオブザーバー
として参加として参加））
・平成・平成1616年年99月月 豊殿地区全自治会を対象に「豊殿地区全自治会を対象に「第第11回回
地区内循環バスのアンケート」実施地区内循環バスのアンケート」実施

6868％％5757％％81881814451445

バス必要バス必要回収率回収率回収数回収数配布数配布数

・平成・平成1717年年77月月 福祉循環バスの実現を目指し住民福祉循環バスの実現を目指し住民
大会開催（自治会代表者等大会開催（自治会代表者等120120名出席）名出席）
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 平成平成1717年年77月月 豊殿地区全自治会を対象に「豊殿地区全自治会を対象に「第第22回回
地区内循環バスのアンケート」実施地区内循環バスのアンケート」実施

 平成平成1717年年1111月自治会長・バス研究委員会合同会議月自治会長・バス研究委員会合同会議

◇アンケート結果を踏まえ試験運行実施を決定◇アンケート結果を踏まえ試験運行実施を決定

（週２日、２か月間の試験運行を行い、その結果（週２日、２か月間の試験運行を行い、その結果

により本運行が可能か検討することとした）により本運行が可能か検討することとした）

◇◇これまでのバス研究会メンバーに自治会長を加え、これまでのバス研究会メンバーに自治会長を加え、
「豊殿地区循環バス運営委員会」が組織され、上田「豊殿地区循環バス運営委員会」が組織され、上田
市も市もオブザーバーとしてオブザーバーとして引き続き参加引き続き参加。。

7676％％7171％％1043104314681468
バス必要バス必要回収率回収率回収数回収数配布数配布数
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地区内循環バスの試験運行内容地区内循環バスの試験運行内容

 火、金曜日の週火、金曜日の週22回運行（オレンジバスに接続する回運行（オレンジバスに接続する
ため）でため）で11日日44便便

 運行はタクシー会社に委託し、運行はタクシー会社に委託し、ジャンボタクシージャンボタクシー（（99
人乗）を使用人乗）を使用

 当面は当面は22かか月程度の試験運行とする。（実施時期は月程度の試験運行とする。（実施時期は
1818年年44月月1818日～）日～）

 費用は運賃収入（費用は運賃収入（11回回100100円）と住民負担（豊殿地円）と住民負担（豊殿地
区区11世帯あたり世帯あたり300300円）で賄う円）で賄う

 運行委託料は基本便運行委託料は基本便11日日30,00030,000円、続行便円、続行便11回回
500500円に円に22㎞㎞超えるごとに超えるごとに450450円円



1212

 平成平成1818年年33月月2525日日 地域関係者全体会議で循環地域関係者全体会議で循環

バス運行について説明。バス運行について説明。

 平成平成1818年年44月月1818日日～試験運行開始～試験運行開始
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 平成平成1818年年44月月 長野県のコモンズ支援金長野県のコモンズ支援金（注：（注：22））対象事業の内示対象事業の内示
を受ける。これにより、当初を受ける。これにより、当初22かか月間の試験運行を月間の試験運行を77かか月に延月に延
長可能となった。（支援金額長可能となった。（支援金額130130万円）万円）

 平成平成1818年年88月月 循環バスを継続運行するため、上田市循環バスを継続運行するため、上田市 に補助に補助
金陳情。金陳情。

 平成平成1818年年99月月 試験運行の状況試験運行の状況（（11日平均日平均19.6519.65人人））を踏まえを踏まえ
て、本運行についての住民アンケートを実施て、本運行についての住民アンケートを実施

 平成平成1818年年1010月月 豊殿地区自治会長・循環バス運営委員会合豊殿地区自治会長・循環バス運営委員会合
同会議で、本運行についてのアンケート結果を受けて、一世帯同会議で、本運行についてのアンケート結果を受けて、一世帯
あたり年間あたり年間1,0001,000円の住民負担により、平成円の住民負担により、平成1919年年11月月1212日か日か
らの本運行開始を決定。らの本運行開始を決定。
（（注：注：22 長野県独自の補助制度で、モデル性が高く、他の地域にも普及が長野県独自の補助制度で、モデル性が高く、他の地域にも普及が
見込まれる事業等見込まれる事業等 に対して行った補助。に対して行った補助。））

7878％％1138113814601460
賛成率賛成率賛成戸数賛成戸数対象戸数対象戸数
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本運行にあたっての変更点本運行にあたっての変更点

 11世帯あたり年間世帯あたり年間1,0001,000円負担円負担

 運賃を運賃を11回回100100円から円から200200円に変更円に変更

 運行委託料を基本便運行委託料を基本便11日日30,00030,000円から円から25,00025,000円円
に変更に変更（（※※H22.4.6H22.4.6からから26,00026,000円）円）

 続行便は距離に関係なく続行便は距離に関係なく11回回1,0001,000円とし、円とし、

11日日5,0005,000円円までに変更までに変更（（※※H22.4.6H22.4.6からから5,5005,500
円まで）円まで）

 なお、本運行を実施するにあたり、当面の不足分をなお、本運行を実施するにあたり、当面の不足分を
地元企業等から賛助金を募ることで対応することと地元企業等から賛助金を募ることで対応することと
なった。（約なった。（約8080万円）万円）
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 平成平成1919年年11月月1212日日 本運行開始本運行開始

募集により循環バスの愛称を「あやめ号」に決定募集により循環バスの愛称を「あやめ号」に決定
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2020
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上田市上田市からからの補助についての補助について

 上田市では、上田市では、平成平成1818、、1919年度年度にに国土交通省北陸信国土交通省北陸信
越運輸局越運輸局から「から「公共交通活性化プログラム公共交通活性化プログラム」」の採択をの採択を
受け、受け、『『長野県上田地域における長野県上田地域における公共交通活性化プ公共交通活性化プ
ランラン』』を策定しを策定した。この検討のた。この検討の中で中で、、他の地域にも対他の地域にも対
応可能な自主運行バスに対する補助応可能な自主運行バスに対する補助を盛り込んだを盛り込んだ。。

 「長野県上田地域における「長野県上田地域における公共交通活性化プラン公共交通活性化プラン策策
定のための検討会」には、豊殿地区循環バス運営委定のための検討会」には、豊殿地区循環バス運営委
員会委員長も委員として参加。員会委員長も委員として参加。

 上田市では、上田市では、 「地域自主運行バス等運行費補助金」「地域自主運行バス等運行費補助金」
として運行経費のとして運行経費の1/31/3相当（相当（100100万円上限）を補助す万円上限）を補助す
ることとし、平成ることとし、平成2020年度年度99月補正予算で予算化した。月補正予算で予算化した。
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「地域自主運行バス等運行費補助金」
豊殿地区循環バス運営委員会に対して、
平成２０年度は６８９，６００円
平成２１年度は７１１，８００円 を交付。 ⇒他地区への波及も期待。

市補助額市補助額

１／３１／３以内以内（（100100万円上限）万円上限）

地域負担額地域負担額

２／３２／３

対象経費・・・バス運行に要する経費から、負担金・運賃等を控除した額

地域自主運行バスへの支援地域自主運行バスへの支援
（豊殿地区循環バス）（豊殿地区循環バス）
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さなだの湯
（ふれあいさなだ館）
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運行実績運行実績

353517.617.68998995151H22.4H22.4～～99

191919.819.84744742424H22.1H22.1～～33

838320.320.3192719279595H20. 1H20. 1～～1212

737320.920.9192019209292H19. 1H19. 1～～1212

19.919.9

18.818.8

19.619.6

11日平均日平均

8787194819489898H21. 1H21. 1～～1212

本運行本運行

（（H22.4H22.4
.6.6から新から新

路線開路線開
始）始）

662252251212H18. 11H18. 11～～1212暫定運行暫定運行

5353110011005656H18.4H18.4～～1010試験運行試験運行

続行便続行便利用者利用者
運行運行
日数日数

期間期間項目項目
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終わり終わり

 ご清聴、ありがとうございました。ご清聴、ありがとうございました。


